


周産期に関わる実時間データは,近年急増している。これらのデータは,その場での臨床上

の判断基準として利用されるだけでなく,将来の周産期医療に充分還元できる情報となり

得る。そこで,実時間データの収集,分析のシステム化を以下のように行った。 


